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問題と目的
　 リハ ど リテ

ー
シ ョ ン （以下， リハ ）の 場面にお い て ， 認

知症状により意志疎通が困難な患者や，倦怠感などを

理 由にリハ を拒否する患者に遭遇するこ とは珍 しくな
い。有効なリハ が実施困難な場合 ， 患者の 目常生活動作

能力を低下させ る要因にもなるため，そ うい っ た患者
に対す る リハ の実践には特段の配慮が必要 とな る。

　小 山 ・由良・宮 （2012）は ，意思疎通が困難な認知症

患者の リハ 場面におい て，患者の 生活歴か ら好み の 自

発行動を探索 し，それを手がか りにする こ とで効果的
な リハ を実践 した 。 同様 の 手法を用い ，由良 ・眞邉
（2013）は リハ に拒否的な非認知症患者に対 し介入を

お こない
， リハ 従事行動の増大を図る こ とが出来た 。

　 しか し， 患者 の生活歴から行動変容に繋がる好子を

見い 出すにぽ 本人 ・
家族からの情報収集や患者の些細

な行動を注視するなど
， 労力 と時間が掛か りやすい

。 そ
の ため，入院 日数が短い 急性期病院で は時間が足 りず，
効果的な リハ が実施出来ぬまま患者が退院 となるケー

ス が想定されるため，より
一

層の 工夫が必要 とされ る。

　DeSchriver ＆ Riddick （1990）は，観賞魚を見て い

る人は心拍 数の 低下・筋緊張の 低下がみ られ ， リラ ッ ク

ス 効果が あると報告 して い る。イヌやネ コ と触れ合 う
こ とで も同様の効果が報告されて い るが （田丸 2001），

イヌやネコ は観賞魚に比べ て飼育しやすい とは言えず ，

また動物との 直接的な接触によ り感染症や噛まれる と

い っ たケ
ー

ス に遭遇するリス クも存在する 。 今回，観賞
魚 とい う視覚刺激を感覚性好子 として利用 し，リハ に

難渋 した認知症患者の 運動療法が効果的 ・安全に実践
で きたため報告する。
方法
【対象者】腰椎圧迫骨折などの運動器疾患を抱えた

80 歳代の 患者 4 名 （A ・B ・C ・D 氏）。A 〜D 氏の長

谷川式簡易知能評価ス ケ
ー

ル （HDS ・R）は 2〜13 点の

高度認知症患者で あっ た 。
4 名 とも長期間の 臥床を経

て リハ 開始 とな っ たが
， 下肢筋力の低下が著明で安定

した立位保持が困難で あり，転倒 リス クが高い 状態で

あ っ た。よっ て ，安定した立位保持の 獲得を 目的に リ
ハ を進めたが，倦怠感の訴 えやネガテ ィブな発言が多
く， また認知症 の 影響でセ ラ ピ ス トの 指示 が理 解しに

くい など，協力動作が得 られに くか っ た。
【A〜D 氏 の 手続き】「観賞魚を見る」 とい う視覚刺

激が患者に好ま しい 心理的 ・身体的効果を生 じさせ る

可能性があるため，4 名 とも立位保持訓練に従事 して

い る間は 「泳い で い る観賞魚が見える」 とい う環境設

定をおこ なっ た。実験デザインは ABAB 反転デザイ
ン を用い

，介入期ノ非介入期に 1 日5 回の 立位保持訓練
を実施 し，そ の 立位保持時間を従属変数 とした 。 視覚刺
激 となる観賞魚 は飼育の し易さを考慮 して金魚 を採
用 し，水量 80L容器に体長 7cm程度の 生体を 10匹投入

した。

結果 と考察
4名の介入結果を図示 した （図 1．■ ＝ A 氏

，
▲＝ B 氏

，

　　　　　 図 2．●＝ D 氏（元金魚養殖屋））。一
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　 D 氏 は元金魚養殖屋とい う剰余変数があり第 「 介
入期で の 立位保持時間が必要以上に確保 された ため

，

第二 介入期では途中で着座を促 した。4名の ADI 、 は維
持 され介入期では標的行動が増加 したた め，有効な リ

ハ の方法が示唆 されたと言える 。 4 名 とも意志疎通が

困難 また はネガ テ ィ ブな発言が多い など高度認知症
を呈 して い た ため

，通常の促 しのみで は立位保持行動
は維持 され にくい

、 従っ て誘 発された標的行動は観賞
魚 とい う視覚刺激により維持 されたと考えられ る。 今

回鑑 賞魚 を用い るこ とで 安全に効果的な リハ が実践
で きたため

，
リハ に難渋 する患者の

一
助となれば幸い

である 。 ただ，実験を実施した病院は急hlE期病院の た め
，

限られた期間内に介入デー
タを収集せ ざるを得ない こ

とが課題として残 っ た。
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